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2A3 材料開発と基礎研究の 役割 
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②高温超電導材料 

高温超電導材料自身は 歴史は非常に 新しい。 しかし研究の 歴史を掠り返ってみ 

ると新物質が 発見される過程という 観点からは長い 重要な経過があ る， 

超電導の歴史は 古く 1 9 1 @ 年の超電導の 発見からその 理論が発表されるまで 約 

4 6 年経ている。 しかも理論予測では、 金属系材料では 臨界温度に限界があ ると 

考えられでいた。 こ ・のような状況では 新物質の探索は 相当の覚 括が 必要であ った 

と 思われる。 しかし 1 9 a 8 年の La 系 銅 酸化物が臨界温度～ 4 0)K となろこ と、 

続いてⅠ 9 8 ㌃年の Y 系 鋼醸 Ⅰ ビ物 OK) 、 1 9 8 8 年の Bj 系 鋼 酸化 巧 、 コ 

系鋼駿 Ⅰ ヒ 物 し i 2 0 裕の発見ぱ記憶に 新し L. 、 ところであ ぞ， 。 

液体窒素の沸点 (7 ?K) を越える臨界温度を 持つ超電導材料 C り 発見の契機ど 

なった La 系 銅 酸化杓の発見は 極めて重要な 意義があ った。 

このような新物質の 発見にいたる 研究は基礎研究の 典型的な え， 0) とい， る， 

第 5 図は住友電工で 開発に取り絹． な にあ たり課題と考えられた 点を図示したも 

のであ る。 ギ 一千クノロジーとして、 材料設計、 評価技術、 制御技術 グ ) 開発 ( り 基 

礎技術の整備、 薄膜 ィヒ 技術、 およ ぴ 線材化技術であ る。 

具体的には、 Bi 系やⅢ系超電導材料の 基礎物性 ( 臨界温度、 臨界電流密度、 臨界 

磁場、 結晶構造解析 他 ) を理解 "4" るためこれらの 材料の里緒品の 成長を実施した     

他方、 薄膜此の マげ セス技術、 線材化の プ n7 セス技術は要求性能を 目 捜 : 研究を 

進めて、   。 あ 。 

以上 ク 7 例では プ は セヌ 、 技術に重 戸 ．がみられる " 単に新物質・ 7) 発見に y; とま ，， 乙     

いでその材料の 有川な特性を 社会システ ヱ、 で 活用ずる たぬ には実用化 おけ究び ) 役割 

は 基礎研究と同様に 重要であ る。 

また実用的側面のみでなく   人間の知的活動の 対象としてけ ) 側面があ ろことを     

無視してばならない。 

l 店用に向けてのキーテクノロジー   

  
                セ " サ一 

弗朕 ・ 
Ⅰス フマノ タリンク 
Ⅰ再生ⅠⅠ 

  

匝迦國 
ⅠⅠⅠの舛田Ⅰ 

lgll ⅠⅠⅠⅠⅢの 弗克 ( オキ ス )   
l ㏄ 3 マイスナー 田 凡夫丸 

第 4 図 超電導の歴史 
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4. 将 末の材料技術 
最近の科学技術の 進展はめざまし く ・まだ手探りの 段階ではあ るが、 原子・分子 

操作技術とも 呼も卸 7, て、 ，，る Ato)mic,M 血四ぬ tlon の可能性が真剣に 検討されはじめ 
ている。 今後材料研究やデバイス．研究において 基本的なコンセブ ト の - つとなろ 

2; 考えられる     

材料設計とともに 原子・分子しべ ル での合成・プロセス 技術の高度化にしたがい 

いわゆる T         I 。 ㎡ Ma[ ㎡穏が材料 科 ・ 制 。 : おいて重要な 地位を占めることになるであ る 

  
したがって将来、 材料研究における 基礎研究と日的を 4),@ た 応用研究との 間には 
ぼとんど差がなくなる 可能性があ る。 

        とめ 

住友電工ての 研究開発 例と f, て 化合物半理体および 高温 超電 母材料を取りⅠ - げた 

が．材料研究として 他に光・ファイバー・ 合成ダイヤ、 バイオ・マテリアル 等 多 

岐 にわたるチーフかあ る。 それそれの分野の 研究者はお互いに 交流の場を持た ，   

コミコーニケテン コ ンを通して．啓発されろことか 多い。 

このような案分野間の 柑ら作用によって 新しく，、 創造的な基礎研究の シ @ スが 

圭 - まれろことか 期待てき @@o 
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